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2010年4月　同志社大学心理学部心理学科　入学
2014年3月　同志社大学心理学部心理学科　卒業
2014年4月　同志社大学心理学研究科心理学専攻　博士課程（前期課程）入学
2016年3月　同志社大学心理学研究科心理学専攻　博士課程（前期課程）修了
2016年4月　同志社大学心理学研究科心理学専攻　博士課程（後期課程）入学
2020年3月　同志社大学心理学研究科心理学専攻　博士課程（後期課程）修了

2019年4月-現在 京都外国語大学 非常勤講師
2020年4月-現在 同志社大学研究開発推進機構　特別任用助教（有期研究員）

武藤 崇 教授

研究活動

臨床心理学，臨床行動分析，行動分析学

大学院時代には，認知行動療法の効果の検討についての研究を行ってきました。今後は認知
行動療法に基づいたプログラムをどうしたら使ってもらえるかという点に注目して研究を行って
いきたいと考えています。

公認心理師，臨床心理士

身体症状に対するアクセプタンス&コミットメント・セラピーの効果の検討

これまで実施してきた研究では，過敏性腸症候群 (Irritable Bowel Syndrome :以下IBS) という
代表的な消化器心身症の症状を呈するものに対して，認知行動療法の一つであるアクセプタ
ンス&コミットメント・セラピーがどの程度効果を有するか検討した。現在までの結果として，一定
程度の効果を示すプログラムを開発することができたと考えている。今後は，このプログラムを
より積極的に利用してもらうための手法の検討を行うことが，より効果的なプログラムの効果に
つながるものと考えている。

https://researchmap.jp/masataka_ito

【学術論文】
〇Ito & Muto, (2020) Effectiveness of acceptance and commitment therapy for irritable bowel syndrome
non-patients: A pilot randomized waiting list controlled trial. Journal of Contextual Behavioral Science, 15,
85-91,
〇伊藤・武藤, (2018) 過敏性腸症候群の症状を呈する大学生への1 日集団ワークショップ形式でのアク
セプタンス＆コミットメント・セラピーを用いた介入の検討―無作為割り付け待機群比較試験を用いた検
討―１対人援助学研究, 7, 1-11

【書籍】
『55歳からのアクセプタンス＆コミットメント・セラピー (ACT)―超高齢化社会のための認知行動療法の新
展開―』（ratik）武藤崇（編）福田実奈 他7名（担当箇所：第II部第2章）「高血圧症」pp. 83-108

日本心理学会，日本認知・行動療法学会、日本行動分析学会、対人援助学会，日本認知療法
認知行動療法学会，Association for Contextual Behavioral Science

キャリア関連

教員（大学）、研究員（研究機関）


